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須坂市地域公共交通計画【概要版】 
 

１．計画の概要 
１-１ 計画の背景と目的 

須坂市では、市民の生活スタイルにおける自動車利用の依存や２０００年以降の人口減少と少子高

齢化により、公共交通利用が徐々に減少傾向にあり、交通事業者の経営環境も厳しく、運転手不足の

影響により地域公共交通網の維持が困難になりつつあります。 

このように公共交通を取り巻く環境が大きく変化しつつあるなか、これらの課題を解決し、将来的に

持続可能な公共交通体系を形成していくための市の公共交通に関するマスタープランが「須坂市地域

公共交通計画」です。 

１-２ 計画の位置づけ 

本計画は、須坂市地域公共交通総合連携計画の基本方針を踏襲しながら、2023 年度策定予定の立

地適正化計画との連携を図り、コンパクトなまちづくりを実現するための 5 か年の計画になります。 
 

２．須坂市の交通まちづくりの方向性 
 

須坂市の上位・関連計画に示された地域公共交通の考え方に則ると、市民の暮らしを支える街の要

素として公共交通があり、「市民の足」を守りながら、市民や来訪者の目線でサービスを提供すること

が、交通まちづくりの方向性となります。 

図 須坂市地域公共交通計画の位置づけ 
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３．須坂市の地域公共交通を取り巻く現状と課題 
３-１地域公共交通の概況 

現在の須坂市内では、長野駅方面と信州中野・湯田中方面を結ぶ長野電鉄長野線、周辺の市町村を

結び長電バスが運行する 3 路線の地域間幹線系統、須坂駅を起点にネットワークを構成するすざか市

民バス、デマンド型のすざか乗合タクシー、一般乗用タクシーの 5 つの地域公共交通が運行しています。 

３-２現状と課題 

須坂市の地勢や人口などの各種の統計調査のほか、市民アンケート調査、公共交通の実態調査など

の結果から地域の現況を整理し、市民生活・まちづくり等に係る地域課題と、地域公共交通の運行や

利便性等に係る課題に分類し、８つの課題を挙げます。 
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４．地域公共交通の基本方針と目標 
３章で抽出したさまざまな課題を解決するための、地域公共交通の基本方針と目標を掲げます。 

４-１ 計画の基本方針 

地域公共交通の役割とまちづくりとの係わりから、本計画の基本方針は以下のとおりとします。 

安心して住み続けられるまちへ 
まちの元気を支える公共交通 

４-２ 計画の目標 

計画目標 1 居住を定着・誘導する区域への「公共交通の軸」を維持 

公共交通軸である長野電鉄、地域間の幹線となる広域的なバス路線（地域間幹線系

統）、すざか市民バスの内、市街地の主要な移動を支える路線は、沿線への人口定着や

都市機能の立地計画と連携しながら、運行サービスの維持・改善を行います。 

計画目標２ 市内中心部や集客拠点へのアクセスを向上 

都市機能の立地や人口分布の変化を背景とした移動実態とニーズの変化に的確に対

応し、バスのダイヤや運行ルートを見直すとともに、需要が少ない地域においては、バス

以外の選択肢も含めて、多様な手段により地域の移動手段を確保します。 

計画目標３ 公共交通の安全運行の継続と利用環境の改善 

安全運行と基本的な運行サービスを維持し、利用者の視点に立って駅やバス停など

の利用環境やサービスを再点検し改善を行うとともに、集客施設へのアクセスや結節点

の機能向上を図ります。 

計画目標４ 市民や観光客がより身近に感じる公共交通へ 

公共交通に対する市民の関心・理解を高めるモビリティマネジメントを進めるととも

に、市民の外出や観光客の回遊意向や回遊傾向に沿ったサービスを展開し潜在的な需

要を掘り起こします。 

計画目標５ 定期的なモニタリングにより、小さな改善を積み重ねる 

公共交通施策の進捗とその効果をバス IC カード等のデータを活用してモニタリング

し、運行サービス等の改善を行います。改善にあたっては、スモールスタートから徐々に

拡大していくなど、小さな改善を積み重ねていきます。 
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４-３公共交通ネットワークの将来イメージ 

５つの計画目標を達成した際の、将来の公共交通ネットワークのイメージを示します。 

 

図 公共交通ネットワークの将来イメージ  
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５．目標達成のために取り組む施策・事業 
４章で掲げた目標を達成するために、取り組んでいく具体的な施策・事業と、それぞれの実施主体を

示します。また、次ページには各計画目標に該当する主な取り組み内容を示します。  

計画目標

2 (1) 人の流れの変化に合わせたルート見直し

2 (2) 需要が少ない地域におけるサービスの柔軟化

2．市内中心部や集客拠点へのアクセスを向上

1 (1) 居住を定着・誘導する区域への公共交通サービスの維持

1 (2) 地域公共交通に対する行政支援の継続

①すざか市民バス・すざか乗合タクシーへの行政支援

②地域間幹線系統の維持

③長野電鉄への継続支援

1．居住を定着・誘導する区域への「公共交通の軸」を維持

1 (1) 計画目標を達成するための施策

①具体な施策のイメージ

4 (1) 公共交通の利用機会の増加

4 (2) 公共交通の周知活動の実施

4．市民や観光客がより身近に感じる公共交通へ

5 (1) バスICカードデータを活用したモニタリングの実施

5 (2) 小規模な運用の見直し

5．定期的なモニタリングにより、小さな改善を積み重ねる

3 (1) 基本的な公共交通サービスの再チェック

①乗継ダイヤの見直し

②運賃体系の調整

③運行サービスの再チェック・強化

④運行体制の支援

⑤人員体制の支援

3 (2) バスICカードシステム変更を

契機とした割引等の継続・拡大

3 (3) アクセス・乗継を円滑化する結節点の整備

①須坂駅の拠点機能向上

②IC周辺大型商業施設へのアクセス強化

③高校通学のアクセス性向上

④バス停の改善

3．公共交通の安全運行の継続と利用環境の改善

実施主体

地域公共
交通会議須坂市 その他交通事業者

凡例
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・須坂市の⽴地適正化計画では、公共交通軸の駅やバ
ス停が位置する市街化区域に、⼈⼝定着や都市機能
の⽴地を誘導することとしています。

・市街化区域での公共交通の利便性が低下することが
ないよう、公共交通軸に位置づける公共交通サービ
スの維持・改善を図ります。

居住を誘導する区域の公共交通サービスの維持 １（１）

・立地適正化計画の指針に基づき、まちづくりと連携した施策
を推進

・行政支援を通じて公共交通軸に該当する公共交通の運行
サービスを維持・改善

施策のねらい 主たる取り組み内容

居住を定着・誘導する区域への公共交通サービスをどう維持していくの？計画⽬標１

・商業施設の⽴地や利⽤者のニーズに合わせ、バスの
利便性を⾼めることが重要です。

・利⽤が少ないすざか市⺠バスの区間では、運⾏⽅式
に捉われず様々なサービス形態を検討し、運⾏の効
率化を図ります。

人の流れの変化に合わせたルート見直し ２（１）

・すざか市民バスの運行内容の改善（主にルート見直
し）を検討します。

需要が少ない地域のサービス柔軟化 ２（２）

・すざか市民バスの一部区間のデマンド化を検討

施策のねらい 主たる取り組み内容

市内中心部や集客施設へのアクセス向上ってどういうこと？計画⽬標２

公共交通の安全運行の継続と利用環境の改善って何をするの？

・地域公共交通の利⽤しにくさやわかりにくさを解消す
るため、利⽤者の視点に⽴った利⽤環境とサービスの
再点検、改善を図ります。

・市の新しい拠点となる⼤型商業施設の開業に向けて、
須坂市でもバスの利便性が⾼まるよう増便等を働きか
けやバス停の待合い機能の強化を図ります。

基本的な公共交通サービスの再チェック ３（１）①～③

・乗継ダイヤの見直し、運賃体系の調整、情報提供内容の改
善など利用者の視点に立った点検と改善の実施

施策のねらい 主たる取り組み内容

大型商業施設へのアクセス強化 ３（３）②

計画⽬標３

公共交通の利用機会の増加 ４（１）

・高齢者向け公共交通に関する説明の実施
・バス・乗合タクシー乗り方教室や子ども無料デーの継続

公共交通の周知活動の実施 ４（２）

・ポスター作成やSNSで発信など広報の展開
・公共交通を利用したモデルルートの検討

どうやって市民や観光客がより身近に感じる公共交通にしていくの？

・乗り⽅教室など情報提供の場の開催により、⾼齢者や
⼦どもの公共交通への親近感を醸成します。

・⾝近な移動⼿段として地域公共交通が幅広い年代の
⽅々から認知されることが必要です。

施策のねらい 主たる取り組み内容

計画⽬標４

データを活用したモニタリングの実施 ５（１）

・乗降OD（どこで乗車し、どこで降車したか）、時間帯、
利用属性など年間の日々のデータから利用状況を分析

小規模な運用の見直し ５（２）

・運行事業者とのミーティングを定期的な開催

定期的なモニタリングと小さな改善って何？

・区間利⽤実績や利⽤属性などのデータを活⽤し、運⾏
の改善を要する課題の把握に努めます。

・鉄道のダイヤ改正に伴うバス接続時刻の調整や⼀部区
間の路線変更など⼩さな運⽤の⾒直しにより利便性の
向上を図ります。

施策のねらい 主たる取り組み内容

計画⽬標５
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６．目標の評価と進捗管理 
４章で設定した目標を達成するための、目標値の設定や計画の運用・管理方法などを記します。 

６-１ 評価指標と目標値 

本計画の目標の達成度合いを評価するため、市民への分かりやすさやデータ取得の容易性等を踏

まえ、以下の指標と目標値を設定します。  

６-２ 進捗管理のサイクルとスケジュール 

基本的に毎年 PDCA を繰り返し、中間年度では評価のための調査の実施や、後半は計画の更新に向

けた取り組みを行うことがポイントです。 

評価指標 現況値（基準年＝２０２１年度） 目標値（目標年＝２０２７年度） 評価年度 

1．公共交通の利用者数 

（長電バス、すざか市民バス、すざか乗合

タクシー、長野電鉄） 

長野電鉄（須坂駅）：４，９５０人/日平均 

須坂市民バス 4 路線：73,456 人/年 

すざか乗合タクシー：1,913 人/年 

長電バス 3 路線：４２６人/日平均※ 

（※バス IC カード利用者のみの値） 

新型コロナウィルス感染症 

拡大前の値まで回復 
毎年度 

2．バス IC カード利用割合 

（すざか市民バス） 
40％（2023 年 1 月時点） システム更新後も 40％を維持 毎年度 

3．通学定期券利用件数 

（すざか市民バス） 
2,266 人/年 

新型コロナウィルス感染症 

拡大前の値まで回復 
毎年度 

4．運転免許返納支援数 

(バス IC カード引換件数) 

2020 年度：101 件 

2021 年度：84 件 
150 件 毎年度 

5．日常的(週に１回以上)に公共交通を

利用する比率 

約 2.0％ 

※2022 年度 
市民の公共交通の利用頻度向上を図る 

総合意識調査

の実施年度 

６．公的費用の投入額（長電バス、すざか市

民バス、すざか乗合タクシーの合算） 
66,082 千円 過去 5 か年平均の水準まで削減 毎年度 

７．公共交通の収支状況（すざか市民バス、

すざか乗合タクシーの合算値の収支差） 
▲59,168 千円 過去 5 か年平均の水準まで改善 毎年度 

発行元：須坂市地域公共交通会議 （事務局：須坂市役所 市民環境部 市民課） 
TEL. 026-248-9002 

E-mail.s-shimin@city.suzaka.nagano.jp 

2027年（5年目）2026年（4年目）2025年（3年目）2024年（2年目）2023年（1年目）

事業の実施

施策モニタリング

のデータ取得

評価・改善

計画の見直し改訂

実施

データ取得

実施

評価
改善

改
善
反
映

データ取得

実施

評価
改善

改
善
反
映

データ取得

実施

評価
改善

改
善
反
映

データ取得

実施

評価
改善

改
善
反
映

必要に応じて計画見直し 次期計画の調査・策定

データ取得

中間年度
アンケートなど

評価
改善

最終年度アンケート
（兼計画策定調査）

本計画の総括

計
画
内
容
の
運
⽤
開
始 計

画
認
定

申
請

計
画
認
定


